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長野県須坂地方におけるカラス類の帰就婚の

飛翻高度について

平野小二朗’・平野敦子’
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はじめに

茜色に染まった夕焼け空を背景に，カラスがねぐらに向かって一直線に飛んで行くその

さまは，だれのまぶたにもあざやかにうかぶ光景であろう．だが，その飛期高度はいかほ

どだろうか．それを知りたいと思った．そこで著者らは家の近くに，ねぐらに帰るカラス

のとおる道筋があるので，調べてみることにした．しかし，どうやって飛期時の一瞬をと

らえるのか．ハシボソガラスとハシブトガラスをどうやって判別するのか．結局，当地域

で見られるカラスの95％以上はハシボソガラスなので，飛潮中のものも上記の比率と大差

ないだろうと考え，区別しないこととした．

調査試料が少なく不充分であるが，現在までの調査結果をとりまとめて報告する．

観察地および方法

観察地域は長野県須坂市の東部に位置し，鮎川と百々川（どどがわ）にはさまれた扇状

地で，リンゴとブドウの果樹園が多く，ほかに若干の畑および水田がある．西側に千曲川

および長野盆地があり，ゆるやかに東側の菅平山地につらなっている．調査地点の標高は

およそ480ｍである．南側は妙徳山（最高点の標高1293.5ｍ）山地，北側は明覚山（最高

点の標高957.5ｍ）山地である．その間の扇状地の調査地点で，南北方向約2,000ｍ，東西

方向は千曲川から山麓まで約8,000ｍが平地で，調査したカラス類のねぐらは菅平山地の

米子山（最高点の標高1,404.1ｍ）の山麓，標高750ｍ前後のアカマツの林の中にある．カ

ラスは採食場所である千曲川方面よりまつすぐにねぐらのある米子山に向かって三三五五，

17時前後～１８時30分ごろまで飛期する．

観察の方法は，一定間隔の２地点にトランシットとフィールドスコープまたはクリノメー

ターを設置して，飛期中の群れの中の１羽を両地点から同時にキャッチして仰角および方

位を測定し，これによって飛期高度を算出した．またこのとき，時刻，天候，気温，風力

も測定した．この観察地点およびねぐらの位置を図１に示す．観察期間は1991年２月22日

～３月29日まで，時間は16時20分～18時30分の間である．得られた試料数は80組であった．

観察結果および考察

観察試料全体について見てみると，飛期高度の範囲は最低4.28ｍから最高78.42ｍであり，
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図１．観察地周辺図．●が観察地点，回がねぐらの位置．

Fig.１．MapofSuzuka-shi,showingtheobservation（●）androosting（画）sites．
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図‘2．全試料による飛翻高度分布．

Fig.２．’1,hefrequencydistributionofflyingheightsbasedonallsamples．
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その最頻値は５～10ｍの区間で，その平均は7.52ｍ，この区間だけで全試料数の24％を占

める（図２)．全試料の平均値は20.56ｍで，中央値は15.21ｍである．区間推定法により

(岡本・市田1990）母数の推定を行なったところ，信頼度95％で16.88～24.24ｍの間の飛

期高度でねぐらへ帰っていることになる．以下，飛期高度について時間帯，天候（晴れと

曇り)，気温差，風力差によってそれぞれ有意な差があるかどうかを中央値検定法（石井

1988）により検討した．

１．時間帯による飛期高度の差異

飛期時間帯のなかほどの17時の前後に分けて検討した．ちなみに，調査時期の善光寺平

の日没時刻は18時30分前後であった（信濃毎日新聞1991年２月21日～３月28日)．１７時以

前（１７時を含む）では，高度範囲は4.28～75.00ｍ，平均値は21.31ｍ，最頻値は10～20ｍ

の区間で，その区間での平均は15.61ｍであった（図３)．また，１７時よりあとでは，高度

範囲は4.79～78.42ｍ，平均値は20.11ｍ，最頻値は５～15ｍの区間で，その区間での平均

は9.52ｍであった．検定の結果，１７時以前と以後とによって，飛期高度に有意な差は認め

られなかった．（ｘ２＝1.11,自由度１，Ｐ＞0.05)．

２．天候差による飛期高度の差異

晴れの日には，高度範囲は5.36～78.42ｍ，平均値は17.65ｍ，最頻値は５～15ｍの区間

で，その区間での平均は9.63ｍであった（図４)．曇りの日には，高度範囲は4.28～75.00

ｍ，平均値は23.93ｍ，最頻値は10～20ｍの区間で，その区間での平均は15.43ｍであった．

晴れの日の飛期高度は低い方に集まり，曇りの日はある程度高いほうへ広がるように見え

たが，検定の結果，晴れの日と曇りの日で飛期高度に有意な差は認められなかった（ｘ２＝

3.21,自由度１，Ｐ＞0.05)．

３．気温差による飛期高度の差異

気温がOCC以下の日と，それより高い日に分けて検討を行なった．ＯＣＣ以下では，高

度範囲は4.28～75,00ｍ，平均値は21.81ｍ，最頻値は５～15ｍの区間で，その区間での平

均は10.21ｍであった（図５)．ＯＣＣより高い日では，高度範囲は5.36～78.42ｍ，平均値は

19.34ｍ，最頻値は10～20ｍの区間で，その区間での平均は15.95ｍであった．検定の結果，

0.C以下とそれより高い温度によって飛期高度に有意な差は認められなかった（ｘ２＝0.20,

自由度１，Ｐ＞０．０５)．

４．風力差による飛期高度の差異

調査期間が２月と３月であったため，風力が３と４の日が多かったが，風力１と２，お

よび３と４にわけて検討した．風力１と２の場合，高度範囲は5.56～35.74ｍ，平均値は

15.58ｍ，最頻値は５～15ｍの区間で，その区間での平均は9.66ｍであった（図６)．風力３

と４の場合は，高度範囲は4.28～78.42ｍ，平均値は22.21ｍ，最頻値は10～20ｍの区間で，

その区間での平均は14.95ｍであった．検討の結果，風力１と２の場合と３と４の場合とで，

飛期高度に有意な差は認められなかった（Ｘ２＝0.62,自由度１，Ｐ＞0.05)．
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図３．１７時以前(a)と17時以後(b)の飛朔高度分布の比較．

Fig.３．’1,hefrequencydistributionofflyingheightsbefore（a）ａｎｄafter（b）１７:0０
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図５．０．Ｃ以下(a）とそれより商いとき（b)の飛測高度分布の比較．

Fig.５．Thefrequencydistributionofflyingheightsduringtheambienttemperaturesof
belowOoC（a）ａｎｄａｂｏｖｅＯｏＣ（b)．
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図６．風力１と２（a）と風力３と４（b)のときの飛期高度分布の比較．

Fig.６．Thefrequencydistributionofflyi､gheightsduringwindstrengthsofl＆２（a）
ａｎｄ３＆４（b)．
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要約

1．長野県須坂地方において1991年２月22日～３月29日まで，１６時20分～18時30分の間に，ねぐらへ

帰るカラスの飛翻高度を調べた．

2．飛矧高度は，信頼度95％で16.9～24.2ｍの間であった．

３．時間差，天候差，気温差，風力差は，それぞれ飛期高度に有意な差を生じさせなかった．
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